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序 2篇の詩
1. D.H.ロレンスと日本
I. rチャタリー夫人の恋人』と『絵画集』
OI. D. H.ロレンスと性の思想
「ポルノグラフイーとわいせつJ，1'チャタリ一夫人の恋人』にことよ
せて」内絵画集』序文J)
序 2篇の詩
ピーノに捧ぐ
ほんとうに、ピーノ、
C夫人を印刷したとき、
何というお祭り騒ぎた、ったろう。
印刷工の小柄なジュンティーナは、
どんな小さなミツバチにも負けないほど
よく働いてくれた。
ピーノ、君がジュンティーナに、
おまえは連中にギャーギ、ャ一言われるぞ
そんないやらしいことばを印刷なんかすれば、と言ったとき、
ジュンティーナはたった一言こう言った。
「でもおれたちが毎日やってるこっちゃないで、すか。
ハトだ、って、{也の小鳥たちも同じようにやってることだよ。」
そして、上流のご婦人、ジーンおばさんのおことば。
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「こんな本を出版なさって
何をなさるつもりなのか、さっぱり理解できませんわ。」
わたくしたち家族全員がこの本の中に登場してるんですもの
このわたしゃ、エッケハートやサマーズやパミリたちが。
ほんとにあなたって犯罪者そのものじゃありませんことoJ
ちょっと待って下さい、ジーンさん、ちょっとだけ待って下さい。
どうしてあなたのご家族がみんなその本の中にいるって言われるんです。
その本をお読みになったんですか。
エッケがクリフォード卿ですか。ほんとにおかしなことです。
ジ}ンさん、ではあなたはコニーなんですか。
ですから、その本を聞いてみて下さい。
だカ宝、ジーンさんは、ほんとにあわてて出ていった。
これから闘わなくてはならない闘いカfある、
(1) 
他の人たちと力を合わせてやらねばならない闘いが。
死刑宣告
助けて、助けてほしい、ぽくの絵が焼かれようとしている。
死刑宣告を連中はやりたいというのだ。
わいせつ追放条令とやらを作ってぼくの絵を焼きたいというのだ。
連中は絵を押収し、持ち去ってしまったO
ぼくのかわいい絵は、暗いところで自分たちの運命をただうずくまって、
待っている。
ミード判事の手中にあるのだ。
しかし、連中がほくの絵を焼いたそのときは、イギリスのパラを焼くときな
のだ。
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そして、牧草地という牧草地の雑草に、肥料をやることになるのだ。
助けて、ほんとうに助けてくれ!連中はぼくの絵を焼きたいのだ。
異端尋問所が再び登場し、
精神の腐った治安判事たちと、おせっかいな警官の連中とが、そこにいる。
(2) 
気をつけたほうがいい、そうした連中が尾行しているのだから。
ロレンスは、 1928年、 6月28司、スイスのホテルで、イタリア人、ピーノ・
オリオーリの手でジュンティーナ出版所から出版されたばかりの Fチャタ 1)一
夫人の恋人』を手にした。 1000部の限定私家版、すべてロレンスのサイン入り
で1部2ポンドであった。この『チャタリー夫人の恋人』を出版してくれた
ピーノ・オリオーリのために作った「ピーノに捧ぐ」という詩は、その時書か
れ、死後出版された詩集、『パンジー』の中に載っている。
2つ日の詩は、それから了度 1年後、 1929年6月12日、マンドレイク社から
500部限定予約出版として 1部10ギニーで複製出版された『絵画集』と深くか
かわっている。この出版と時を同じくして開催された、ウォーレン画廊での
rD. H.ロレンス展覧会」に、ロンドン警視庁は 2人の刑事を送りこみ、わいせ
つの廉で13点の絵画を押収したのである。 1929年7月5日のことであった。
あと 1年持っか持たぬかの命であったにもかかわらず、全精力を『チャタ
リ一夫人の恋人』と「絵爾」に注ぎ込んだのに、警察はわいせつの廉で小説と
絵とを押収してしまったのである。今回の私のこのエッセイは、本学が今年購
入した『チャタリ一夫人の恋人』と『絵画集』の初版本がいかにして出版され、
ロレンスにとって、そして現代のわれわれにとっていかなる価置があるのかを、
日本における翻訳受容史を一瞥しながら、論じてみようとするものである。
1. D.H.ロレンスと日本
D.H.ロレンスという作家は、 44歳 6ヶ月という短い生涯のその後半のほと
んどをロレンスの祖国、イギリスを離れて過ごした。イタリア、 ドイツ、スイ
ス、セイロン(スリランカ)、オーストラリア、タヒチ、ニューメキシコ、ア
メリカ、フランスとほぼ地球を 1周したが、残念なことに一度も百本の地を踏
むことはなかった。あのムアの編纂した2冊本の『ロレンス書簡集』にも、そ
のインデックスに ra本」の項目はない。もちろん、ケンブリッジ版の『書簡
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集』のインデックスにも「日本」は載っていない。あれほどの膨大な手紙の山
を築いたロレンスは、しかし、一編たりとも日本に向けて手紙を送ってはいな
いのだ。
そんなロレンスが、ではなぜ、作品の中に「日本」をしばしば登場させたの
か。もちろん、第一次世界大戦中、ロレンスが日本のことに興味を持ったとし
てもおかしくはない。『アロンの杖』に書かれたように、日露戦争で一躍日本
が脚光をあびたことも肯首けるし、アロンの妻タニーが「日本人の恋人を持て
ばすばらしいんじゃないJ (第8章)などと言うのも、エキゾチック趣味をく
すぐろうとして日本人を登場させたと考えられよう O しかし、『アロンの杖』
と同じような時期に書かれた『ミスター・ヌーン』では、小男の日本人がかの
オリエント・示クスプレスの車中で、「サロン車へ行こう」とヨハンナ奥様を
誘惑するのだ。小柄な日本人が、何となく歌麻呂的に登場し、読者を笑わせる。
そこまでなら、一度も日本を訪れたことのないロレンスの悪趣味な冗談とし
て見すごせる O が、 1918年、 11月、第一次世界大戦の終結をロンドンで知って、
一気に書きあげた「教育論」の次の一節を読めば、「ロレンスと日本」との関
係が見すごせなくなる。
生命の世界ではーが多に優るのだ。 B本人は、一本の花が多くの花よりも美
しいことを知っている。一本の花は一本であればこそ生きているし、その花
(5) 
独自の完全な美しさがあるのだ。
33歳、小学校教師に見切りをつけて、小説家として独り立ちし、フリーダと
結婚して 5年目のロレンスが書いた「教育論」の一節である。気負いがあると
はいえ、ここではっきりと「日本」の生命観がロレンスの生命の思想を裏づけ
る重要なものとして登場しているのだ。
「ロレンスの作品の中に見られる日本」のテーマは、はなはだ興味深い。ロ
レンスが何らかの形で日本に興味を抱いていたことは否定できない事実だが、
その詳細な研究は、これから少しずつ、日本人の手で明らかになるであろう。
ただ、今日、現時点ではっきりしていることは、日本人がロレンスという作家
を驚くほど早い時期に受け入れたということである。そのことをごく簡単に見
てみたいと思う。
最初にロレンスを日本に紹介したのは松村みね子教授で、大正11年 (1922
年)末に、「アドルフJ の翻訳が『心の花』という雑誌に出ている。「アドル
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フ」は、 1920年9月の『ダイヤル』誌に載ったのであるから、かなり早い翻訳
紹介といえよう。しかし、日本におけるロレンス受容史の中で最も画期的なも
の、それは TleRainbow (1915) とWOIlle/lin Love (1920)の翻訳であること
は間違いない。前者は、宮島新三郎・柳田泉訳『虹J (新潮社、 1924)であり、
後者は、矢口達訳『恋する女の群』く上・下>(天佑社、 1923)である。両翻
訳とも、その訳文は別にして、その装丁がすばらしく立派で、大正時代に出版
されたものとは思えないほどのものである。とくに、『恋する女の群』は、ア
メリカのセルツアーによって限定私家版として、 1920年11月に出版されて、わ
ずか、 2年半、 1923年5月20日に上巻が、 6月20日に下巻が翻訳出版されてい
る。 1920年のセルツアー版は、とても日本人の手に入る代物ではなく、早稲田
で教鞭をとっていた矢口達は、 1921年6月のイギリスで出版されたセッカー版
を定本にしたに違いない。
矢口達の序文は、「英国の近代文芸に、殆ど革命的に表はれた大作家がある。
ディ・エッチ・ロオレンスが即ちこれであるJに始まって、「英国の道穂、殊
に性的道徳、が解放されようとする機運は現在の彼国の文壇を一督すれば直ち
に分明することであるが、中にあって最も大謄に恋愛を描写し、最も露骨に性
(6) 
欲を表現したのはこのロオレンスである」と続いている。
1頁ほどの短い「訳者序j の中には、「彼は1887年の生れ、今年正に35歳と
いう血気盛りである。ノッテインシャアとデルピシャアとの境にある田舎の炭
坑夫の息子として生れた」のように、正しくは、 r1885年J rノッテインガム
シャJ rダーピーシヤ」としなくてはならないミスも散見されるが、「青年男女
の情的生活性的生活を活叙したものJという紹介のしかたは、いかにも大正末
期の日本の読者を意識していて面白い。下巻末には、「ゾラ『若き歓楽』、
ジャック・ロンドン『強者の力』、モオパッサン(矢口達訳) i'恋の力J i'恋の
謝肉祭J r嫉妬J i'寝室の一隅』、(宮島新三郎訳) r狂へる恋』などがその内容
紹介とともに宣伝されている。たしかに、ロレンスの紹介は、大正末期という
時代の要請があった。 r，性情の解剖Jなどというポルノ的側面のみが強調され、
翻訳もいたるところに削除のあとが見られる不完全版である。とはいえ、アメ
リカで発禁処分という憂き目にあった『虹』と『恋する女』の 2冊が、立派な
装丁の豪華本として翻訳出版されたことで、ロレンスという作家が臼本人に初
めて紹介されたことは否定することのできない事実であるo
ロレンス受容史の中で、次のブームは昭和 9年 (1934年)に始まる。そのこ
とを象慣するかのように、円良漫古典』昭和 9年8月1日号が、 rD.H.ロレン
203 (57 ) 
D.H.ロレンスと2冊の限定私家版
ス研究特輯」として世に出、その巻末の西川正身教授の詳細精綴な rD.H.ロ
レンスの文獄」は、現在でも役立つみごとなものである。
その他、忘れられないものとして、織田正信訳I'D.日目ロレンスの手紙J (紀
伊国屋出版部、 1934)、宮西豊逸訳『島を愛した男J r馬で、去った女J (健文社、
1934)、荒川龍彦・塘稚男訳『アポカリプス・黙示録J (昭和書房、 1934)など
が次々に翻訳出版されているo ロレンスが真面白な形で日本人に紹介されだし
たのが昭和 9年であったといっても過言ではない。また、西脇)頓三郎は、その
著『現代英吉利文学j (第一書房、 1934)の中で、「シェイクスピアを質屋へ当
分入れても Lawrenceの手紙は買はなければならないと戯言を弄した人もある
と聞くが、実にこれ意の手紙をねそべって読んでゐると、面白く質屋へ行くこ
とさへ忘れてしまふ」と論じて、ロレンスを自分の感性によって紹介したその
慧眼には目をみはるものがある。「新しい自然主義J r新しいロマン主義」とも
いえる「無意識という新しい世界」を描きだしたとする西脇順三郎のロレンス
紹介によって、昭和 9年から12年にかけてロレンス愛読者はぐんと増えるので
ある。また、日本における最初のまとまったロレンスの研究書として『ロレン
スのもとにj (健文社、 1935)は、 14名の執筆者によって、当時としては最高
のロレンス研究がなされており、さらに、小川和夫訳『自意識と恋愛(無意識
の狂想曲).J (芝書庖、 1936) と、志賀勝 rロレンスJ (創元社、 1939)出版に
よって、日本人は偉大なイギリス作家としてロレンスを研究する、そのきっか
けを得たのだ。
次のブームは昭和25年 (1950年)、戦後日本人が瓦l擦の中からようやく生活
していけるようになったとき、『チャタ 1)一夫人の恋人』の無削除版出版に
よって、再び、訪れる。「肉体文学」のブームにのって、ロレンス全集が小山書
店から刊行されるが、不幸なことに、昭和26年5月8日から始まった『チャタ
リー』裁判によってそのブームも終束していく。少なくとも、ロレンス全集は、
ついに完結することはなかったのだ。しかし、皮肉なことに、ロレンスは日本
人にとってきわめて身近な作家、それも、いかがわしい作家として一躍有名に
なったのである。 15万7000部も売れたこの本の完訳は、残念ながら今日に至る
までなされていない。(唯一全訳されたものは、羽矢謙一氏のものだけであ
る。)
この時期、しかし、ロレンスを擁護するすばらしい本が次々に世に出る。庄
司総ー『ロレンスの生涯J (東和社、 1950) は、ロレンスの妻、フリーダの
『わたしではなく、風カ丈….1 (Not!， But the Wil1d..， 1934) を種本にしながら、
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「自己のための芸術」を創りあげたロレンスのその生涯を、美しく描きだして
いる。また、伊藤整は、昭和26年5月8日の第1回チャタリー裁判公判から、
昭和27年1月18日の第37回公判までの記録を実に克明にメモをして、『裁判』
(筑摩書房、昭和27年)という作品を設に問うた。伊藤整の作品の中で第1級
の出来であることは誰しも認めるところであろう。
この小論は、「日本におけるロレンスの受容史」のその一端を示すことで
あって、全貌を示すことではない。本学が今回入手した『チャタリー夫人の恋
人J1000部限定初版本と、『絵画集J500部予約限定初版本の持つ意味を探るこ
とにあった。それで次に、日本における『チャタリー夫人の恋人』の翻訳受容
史のみに限ってすこし詳しくながめてみよう。結論からいえば、昭和10年、伊
藤整訳『チャタレイ夫人の恋人J [削除版J(健文社、 1935)、〔完全版J(小山
書庖「ロレンス選集 1、2、1950) を初訳として、その後、原百代(啓明社、
1953)、神西穣(作品社、 1954)、中野祐山(太平書院、 1954)、飯島淳秀(三
笠新書、 1955)、西堂新六(高風館、 1956)、中谷次郎(世界文学社、 1960)、
斉藤英弥(創入社、 1960)、西村-孝次(八潮出版社、 1965)、根岸達男(迅速書
房、 1969)、羽矢謙一(講談社文庫、 1973)、伊藤札(学研、 1978) と、何と12
種類も出版されているのである。驚くべきことである。この12種類もの『チャ
タリー』翻訳書が出版されているということだけでも、 'D.H.ロレンスと日
本」との不思議な関係が見えてくる。ただただ、異常としか言いようがない。
もちろん、海外でも、わずか1000部の限定私家版というこの『チャタリー』
をめぐって、海族版が、アメリカ、イギリス、フランスなどで出回ったことは
事実である O しかし、日本においては単なるポルノ好みで翻訳したのではな
かった。例えば、木屋太郎訳『チャタレイ夫人J (ロゴス社、昭和27年)など
は、何と第 1チャタリーの翻訳なのだ。第2章で詳しく述べるが、ロレンスは
1927年の夏、「長くてあと 2、3年、もはや医学上の処置をほどこすすべもな
い」と、パーデン・パーデン滞在中に、詩人で医者でもあったハンス・カロッ
サに診断されていたにもかかわらず、死を前にして、 3冊もの違った『チャタ
リー夫人の恋人』を書いたのだ。ほとんどの翻訳は、第3 wチャタリー』であ
り、第2rチャタリー』もまた、大沢正佳訳 Fジョン・トマスとレディ・ジェ
イン』く上・下>(集英社、 1975) として出版されている。
なぜ、日本人はこれほどロレンスが好きなのか、私がイギリス滞在中、いつも
質問ぜめにあったのが、このことであった。
'D. H.ロレンスと日本」、これこそ、日本のロレンス研究者がまず明らかに
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すべきテーマである O 第1章を終えるにあたって、そのことに真剣に取りくん
だものとして、古いところでは小林秀雄の「好色文学J (1925)、新しいところ
では飯田武朗 fD.H.ロレンスの詩一一「闇」と光をめぐってJ (九州大学出版
会、 1986)、柴田多賀治『ロレンスと小林秀雄一「文学する心」の比較文学論』
(八潮出版社、 1989)の3冊をあげておきたい。
要は、日本文学の源流がはたして何であり、仏教や神道の奥に流れている生
命の源流が何であるのかを日本人として自問自答しないかぎり、なぜ、日本人
はロレンスが好きなのか、という聞に答えられないという点で、 3人の著者た
ちは共通しているのだ。
I. IFチャタリー夫人の恋人』と r絵画集』
1. rチャタリ一夫人の恋人』
ぼくの小説を書きあげました。一一気に入っています一ーでも、因習に縛
られている馬鹿な連中にかかれば、不道徳きわまるものであるから、出版す
るには至らないようです。ほくだ、って、絶対に削除しようとは思いません。
ぼくの絵など、まったくもって純粋この上ないとほくには思えるのに、連中
ときたらその絵をながめることさえできない、そんな気がするのです。
ちょっと見ただけで目をそらすのです。ぼくが書きたいと思っている絵は、
その絵を見ただけで、心卑しく、腐りはてた連中が一瞬にして死んでしまう
(1) 
ようなものなのです。
1927年、 3月8日付、 ドロシー・ブレット宛の手紙の中で、ロレンスは、小説
を書きあげ、その小説が出版されそうにないことを語っている。ドロシー・ブ
レットは、父がイーシア子爵で、家もウインザ一宮近く、まさしくチャタリー
卿夫人と同じような館に住む貴族の娘だ、ったのだが、難聴という身体的不幸も
あって、上流社会を捨て、ロレンスを慕ってロレンス夫婦とともにニューメキ
シコ、タオスにまで出かけた女性であった。 1915年10月にロレンスと出会って
以来、終始ロレンスのそばにつきそい、 1924年、ロボ山麓の広大な土地と山小
屋、「カイオワ・ランチ」をこれまたロレンスの信奉者、メイベル・ドッヂ-
jレーハンにロレンスが譲り受けたとき、 1ヶ月以上もかけてこの山小屋の修理
を手伝ってくれたりしたのだ、った。貴族の娘でありながら、美術学校を出て画
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家の道を歩んだ、このブレットにロレンスは死の直前まで手紙を書きつづける。
ドロシーをメキシコに残したまま、ロレンスは炭坑ストの続く故国イギリス
を一時訪れたあと、 9月28日、イギリスを去ってイタリアに居を構える。その
ミレンダ荘近くの木の根元に座って執筆を続けたのである。余命幾許もないボ
ロボロのひどい身体にムチ打って、『チャタリー』執筆に情熱を傾けていたo
F第1チャタリー』を1926年10月半ばに書き始め、 12月に脱稿する。ここでは
森番がパーキンと呼ばれ、共産党員であり、組合の書記をしている。イギリス
の炭坑ストを目のあたりにし、もともと炭坑夫の息子として育った環境の中で、
「多くの炭坑夫の家族が、パンとマーガリンとジャガイモだけの生活を送って
(12) 
いる」ことに治すまんできなかったのだ。
さらに、森香パーキンが今度は共産党員としてではなく、ソビエトのボル
シェヴイストに失望し、共産主義の夢を捨てた逃避的人物として登場するO こ
の『ジョン・トマスとレディ・ジェーン』という『第2チャタリー』はわずか
2ヶ月ほどで書きあげられ、翌年1927年2月には脱稿となる。そのことを、ま
た、あのドロシー・ブレットに次のように書いている。
小説をほとんど書きあげました。一一ちょっとだけねかせて、落ちついた
らタイプをしてもらおうと思います。さて、ぽ《は君に絵画コンテストを申
し込みます。立派な大きな油絵が完成ま近です口
1927年2月9日付のこの手紙は、イタリアのミレンダ荘から書き送られた。イ
ギリスを去り、イタリアのミレンダ荘に住むことになったロレンスに、友人
ハックスリー夫妻が訪れ、自宅に放ってあった4枚のカンパスを持ち込んだの
(14) 
だった。ミレンダ荘の上手の山中の大きなコウヤマキの下に座って『チャタ
(1~ 
1) .一夫人の恋人』を、「ほとんど身動きもせず軽快に書きつづけていた」。と同
時に、ミレンダ荘に戻れば、「カンパスを椅子にもたせかけ、座り込んで家庭
塗料用のブラシを使い、シチュー鍋で絵の具をかきまぜ、カンパスに没入して
(1的
いたJのだ、った。
1927年の 2月9日、画家でもあったドロシー・ブレットに、絵画勝負を申し
込むとは、ロレンスも相当なものである。しかし、カンパスに没入していった
ロレンスを、ますます画家へとかりたてる事件が起きた。それは、友人ブル}
スタ}の誘いで3月28日から出かけたエトルリア遺跡への旅行であった。エト
ネクロポリス
ルリアの共同基地に描かれた壁画を見て、ロレンスの画家としての新たな生命
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に油が注がれたのだ。
1927年3月末より、 10日間ほど念願のエトルリア旅行をしたあと、ロレンス
はすぐさま 4月末までに、『逃げた雄鶏』を書きあげ、最後の短篇となった
『死んだ男』の第一部へと結実する。 5月に入るや、これまたあのすばらしい
旅行記『エトルリア遺跡』の執筆に力を注いだが、 5月14日、マラリアの発作
にみまわれ床につく。ある暑い日の午後、庭で桃をもいでパスケットいっぱい
にして家に入ってきた、その直後、ロレンスはゴボゴボと略血する。 6月の暑
い盛り、フリーダは必死の看護をする。 6週間ロレンスは生死をさまよい、そ
の簡にハックスリー夫妻や、後に『チャタ 1)ー』の私家版出版を引きうけるこ
とになる、出版社社長のピーノ・オリオーリも見舞いに訪れる。
ロレンスは、しかし、ここでも不死鳥のごとく匙る。「あのような肺の状態
では、普通の人ならとっくに死んでしまっていただろう」と友人で詩人かっ医
者のハンス・カロッサは語っているが、ロレンスはこのとき、カロッサが勧め
たサナトリウム入りを断固はねつけ、ミレンダ、荘へと戻るのだ。
時は秋、 10月20日、ミレンダ荘に帰り着くと、生命を賭して、最後の長編小
説を書き始めるのである。そこでは、森番パーキンがメラーズに変身し、知性
を兼ね備えた、やさしい姿で再登場する。 1927年、 12月3日に書き始められた
第3rチャタリー』は、翌年1月8日には最終章まですべて書き終っていた。
1927年、 12月12日付手紙では、フリーダの姉エルゼ宛にこう書いている。
小説『チャタリー夫人の恋人』をまた書いているところです。きわめて
「ショッキング」なもので、一一一お母さんには見せてはいけないでしょうが
一一ぼくは、ここフィレンツェで私家版として出版しようとしているので
(l時
す。
また、 1927年、クリスマスの 2日前、 12月23日には、ロシア人で長年の友人、
コテリアンスキーに、「ぼくの小説は、半分ほど仕上がりました。でも不道徳
すぎるのでこの小説にあえて触れようとはなさらないでしょう O これまで書か
れた小説の中で、これ以上不道徳なものはありません。エホバと同じく、たぶ
ん、この小説を単なるポルノと思われることでしょう。でも、そうではないの
です。この小説は男根的実在を宣言したものなのです。出版されないかもしれ
ません。しかし、きっと、英国人ではない印刷工が印刷してくれるでしょ
(l的
う」と書いている o
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このショッキングな本を出版してくれる本屋があるという確信はロレンスに
はなかった。同じテーマの小説を 3度も書き直した。いや、正確には 3冊もの
『チャタリー』が現代人のために書かれた。ロレンスが「自己のための芸術」
をただあるがままに書いたのだ。なぜか分からないが、最後のエネルギーがロ
レンスに絵を抜かせたように、 3甘すもの違った『チャタリー』もまた、生まれ
たのである。
ニュー・メキシコのカイオワ・ランチにいるドロシー・ブレットに、 1928年
1月6日、あと最終章を残すだけとなったことを次のように書き送っている。
ぼくはあの小説を書き直しています。これで3度目 O ほとんど仕上げたので
すが、最終章だけがまだなのです。ぼくはこの小説に『やさしさ』
(Telldemess) という名をつけようと思うのです。実は、こちらで私家版と
して出版しようと思っています。 1冊10ドルの予定です。ひょっとしてうま
くいけば、 1000ポンド手に入るかもしれません。そうなれば、ぼくたちもう
まいことあの小屋に行けるのですが (10)
ロレンスは、「医者の手のほどこしようのない」状態であったにもかかわらず、
まだニューメキシコのカイオワ・ランチに行く夢を捨ててはいない。手のほど
こしょうもないロレンスの肺が高原を求めていたのだろうか。 1月末、ハック
スリー夫妻にスイスの山小屋に招待され、医者に4000フィートの高原がロレン
スの腕には最適と勧められたこともあり、レ・ディアブラレへとやっとのこと
で辿り着いたのだ、った。その山小屋でロレンスは初めて『第3チャタリー』の
原稿をハックスリー夫妻に見せるが、ふたりは驚きを見せながらもすっかり感
的
激し、この作品を賞賛してくれた。一時は「出版したものだろうか、それとも
側
あの本のために、また悪罵と憎悪を買うだけの話だろうかJ とフリーダに尋ね
たこともあった。この『チャタリ -JI によって、「ロレンスカT愛したイギリス
という民族、ロレンスの属する階級は利益を受ける」はずだし、「信念をもっ
(23) 
てお書きになったのだから、やっぱり出版なさいよjというフリーダのことば
が現実のものとなりつつあった。ふたりの女性が、この作品のタイプを引き受
けてくれたからだ。『やさしさ』という名をつけたという F第3チャタリー』
は、ロレンスを師と仰ぐ文学者、キャサリン・カーズウェルとオールダス・
ハックスリーの妻、マリーア・ハックス 1)_のふたりによってタイプの清書が
進められる。キャサリン・カーズウェルか前半をロンドンで、マリーア・ハッ
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クスリーが後半をスイスでタイプしてくれた。
スイスの山小屋の中で、雪に埋れてロレンスは、 F詩選集』の仕事をするか
たわら、『チャタリー』の削除版の準備をしていた。「抹消と変更をかなり行っ
たため、ぼくは何だか色盲になってしまったみたいですJとマーティン・セッ
カー に、 1928年、 3月5日、レ・デイアブラレの「美しき小屋Jから書き送っ
ている。「ペニス」を「突き棒」や「槍」や「かわいいランスロットj に変え、
「ファッキングJ を「愛するJ ，-女を燃えあがらせるJ，-官能の激発」などに変
えて、「ジョン・トマスとレディ・ジェーン』と題して出版してくれるよう、
(25) 
マーテイン・セッカーに依頼した。雪に埋もれ、山小屋に閉じ込められながら、
何としても出版したいというロレンスの情熱がみてとれるが、この削除版がロ
レンスに恥をかかせる結果に終ることはなかった。「この小説自体が、ある稜
目的
の革命であり、爆弾みたいなもので、す」というロレンスの真意を汲みとったか
どうかは分からないが、セッカーのほうから削除版の出版を断ってきたのだ。
3月初め、ミレンダ荘に戻るや、ハックスリー夫妻にロレンスはすぐ手紙を
送る O
今日、オリオー 1)と昼食をとりました。例の小説の原稿を持っていって、
世1)
印刷屋に渡したのです。偉大なる瞬間でした。
2年もかけ、 I溶血しながら 3回も書き直した『チャタリー』が、ょうやく B
の巨を見ょうとしているのだ。作家としてこれほどうれしい瞬間はなかったで
あろう。 3月13日、アメリカの詩人、ウイッター・ピナーに、「非男根的、大
脳の非実在」に対して、「男根的実在J (‘the phallic reality' )を求める闘いが
必要だと述べたあと、こう語る。
だから、ぽくはこの小説を書いたのです。ぼくは、『ジョン・トマスとレ
ディ・ジェーン』という題をつけたかったのですが、それは水面下に姿を消
して、サブタイトルを使うはめになりました。 rチャタリー夫人の恋人』と
せざるをえないのです。でも、ここフィレンツェで、このやさしく、男根的
小説(tender and phallic novel )の無削除版を出版中なのです。民衆にとっ
てこのうえなく役立つ代物です。この無削除版は秋には出版されるでしょ
、例)
つ。
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その 2日後、 3月15日にはハリエット・モンロ}にこう書いている。
とにかく、ぽくはフィレンツェで新しい小説を印刷しているので忙しので
す。 1000部出版の予定で、そのうち500部アメリカに送ります。すばらしく
やさしい、男根崇拝の小説で、世間で言われている意味でのセックス小説で
はないのです。この作品にどの程度共鳴してくださるか、たぶんそう大して
期待はできないと思いますが、とにかく、非常に真面目なものだということ
はお分かりになると思います。それに、男根崇拝意識(the phallic con-
sciousness )こそが、ほんとうの美、あらゆる真の温かさ(real gentleness ) 
を生みだす源泉であるのですから。このやさしさと美の2つによってしか、
~9) 
ぼくたちは恐怖の状態から救済される道はないのです。
「温かさJ (ιgentleness' )や「やさしさJ (‘tenderness' )を示すことが「男根
崇拝意識J (‘phallic consciousness' )なのだ、という『チャタリー』に託した
思いを、ロレンスは多くの友人に手紙し、そして最後に、「少しばかり注文用
紙を送っておきます」という添え書きも忘れてはいないのだ。
手すきのイタリア紙を取りょせ、炎の中から更生える不死鳥をカパ}のために
描き、英語をまったく知らないイタリア人印刷工による初校の校正はロレンス
にとってかなりのハードな仕事であった。原稿を手渡して 3ヶ月近くがたとう
としていた、 5月24日、ロレンスはこれまたロレンスのパトロン的存在であっ
たオットライン・モレル夫人にこう書き送る。
ぼくは今、小説の最後の校正をやっています。ですから、あと一週間ほど
で発つつもりです。この本があなたにショックを与えなければいいと思って
います。でも、たぶん、ショックを与えることはないでしょう。ぼくが必死
で伝えようとしていることが分かつてもらえると思います。そうです、男と
女とが自然に、完壁なまでに結合することです。古き男根崇拝的意識と、古
側
き男根崇拝的あるがままの生活に戻ることを言いたいのです。
‘didn'fを‘dind'fとも‘did'nf‘dnid'fとバッハのフーガのように自由自在に
(31) 
間違えて平気なイタリアの印刷工の校正刷りに頭を痛め、 3ヶ月間、絵を書く
以外は『チャタリー』出版に全精力を注ぎ込んだのである。そしてこの英語の
分からぬ印刷工に、ロレンスはこの本の内容を包み隠さず告げたのだ。
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その話をしたとき、印刷工は、フィレンツェ人らしい無関心で無愛想な口
調で、「あっ、そんなこと O でも、おれたちが毎日やってるこっちゃないで
すか」と言ったのだった。仰
そしてとうとう、ロレンスは 6月7目、最終校に校了のサインをして、 3日
後、スイスに向けて旅立つ。友人で仏教研究家のブルースターにつきそわれ、
気に入ったサン・ニジェ・ド・パリセの観光ホテルに一泊するが、ロレンスが
一晩中咳をしていたということで、宿泊を拒否されたのである O ロレンスは激
怒したが、しかたなく、ブルースターの顔のきく、シェブレ・スール・ヴェ
ヴィのグランドホテルに移り、このホテルで『逃げた雄鶏』の第2部と、「青
いモカシン」の 2篇を仕上げるのだ。
このホテルに、待ちに待った Fチャタリー』の私家版が届いたのだ。ロレン
スはその喜びをすぐさま、オリオーリのところへこう書き送る。
『チャタリー夫人』が今朝届きました。興奮して大騒ぎ、外見は最高に美
しい。皆そう思っています。ぼく自身も、実際に、立派で堂々たる装丁で、
形が実に整っていて、均斉がとれている本だと思っています。赤褐色の色が
気に入っています。それにぼくの描いた不死鳥は表紙にまさしくぴったりの
烏です。さてさて、このチャタリ一夫人が、無事にすぐさま、その配送先に
届いてくれることを願うのみで、すJ1)
このイタリア、フィレンツェで出版された私家版1000部は、すべてロレンスの
サイン入りで、 1部、イギリスでは 2ポンド、アメリカでは10ドルであった。
3度も書き直し、いや正確には3冊もの『チャタリー』を書きあげ、タイプの
清書をしてもらい、 3ヶ月も校正にかかりっきりだ、ったロレンス最後の長編小
説、『チャタリ一夫人の恋人』が、イタリアのジュンティーナ印刷所から、イ
ギリス、そしてアメリカへと送られ、スイスのグランドホテルへも届けられた。
しかし、ロレンスがこの小説の表紙に白から描いた不死鳥は、またまた、大空
へとすんなりと羽ばたいて飛んで、はいけなかった。予期していたことではあっ
たが、ごうごうたる批判が起き、イギリスでは警察が動きだしたのだ。
2. r絵画集』
『チャタリー』執筆の2年間、ロレンスは結核の進行が続くなか、とりつか
(66 ) 194 
れたかのように絵筆を取った。いや、正確には、「カガガ、や、ラスの上で
(3唱
ボロ布の上に指先や手の平やブラシなと守を使って」ほんとうに楽しそうに描い
ていたのだ。
1928年、 7月4日、『チャタリ -J初版本を手にしたあのスイスのグランド
ホテルから、 1年前に開館したばかりのウォーレン画廊の持主、ドロシー・
ウォーレンに手紙を出していた。
ドロシ}殿、さて、あなたにわたしの絵を送るよう取りはからいました。
(35) 
ちゃんとあなたのところに届くことと思います。
このとき、ロレンスは 7点の絵を送って、「わたしの点会をどう思われますかJ
と開いている。いかにも自信ありげである。
このとき、 ドロシー・ウォーレンは独身で32歳、そのドロシーという名は、
ヘンリー・ジェームズが名づけ親という名門の生まれであった。ドロシーは、
ウォーレン画廊開館直後に行われた展覧会として当時無名の、ヘンリー・ムア
を取りあげた。 32歳の若さではあったがドロシーの絵を見る目はただものでは
なかった。ロレンスの絵を見て、「あなたの絵は何ものにも束縛されず他性的
闘
で、すばらしいと思います。だからわたしは展示したいのですJ とロレンスに
書き送っているのである。 Fチャタリー』後遺症の中で、ロレンスの絵を展示
することは勇気のいることであった。ロレンスのパトロンともいうべき、オッ
トライン・モレルの姪ということもあったのだろうが、 ドロシーは、ロレンス
の絵の展示会を10月5日から26日までやることを告げたようである。 1928年9
月初旬、オルダス・ハックスリーにこう書き送っている。
ドロシー・ウォーレンがぼくの絵の展示会を聞いてくれそうです。期間は
10月5日から10月26日までです。ドロシーは絵に額ぶちがついてとてもよく
なったと言っているのです。 ほくの絵が額ぶちに入れられ、ちゃんと天井か
ら吊るされているその姿をほんとうに見てみたいのです。でも、ぷんぷんと
悪臭を放っている島固なんぞへ出かけてその悪臭をかぐ気力があるかどうか、
(31) 
分かりません。そんな気力がありそうにないのです。
だが、ロレンスの絵はウォーレン画廊に置かれたままで一向に展覧会は開催
されなかった。ロレンスもスイスをあとにし、 9月一杯パーデンでブルース
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タ一夫妻と生活を共にし、 10月1目、パーデンを去って、リヴイエラへ、そし
て、オールデイントン夫妻のいるポール・クロウ島に渡ったのである。
ここでロレンスは、ショッキングな 2つの事実を知るのである o 1つは、あ
の fチャタリー』に対するイギリス人批評家たちの、「フランス的ポルノグラ
(38) 
フィーの下水溝J r文学的糞尿i留」といった新聞の切り抜きが送られてきたこ
とである。今1つは、時を同じくして、ハックスリーの f恋愛対位法.! (Point 
Cozmter Point)が出版され、『チャタリー』の悪評の切り抜きが送られてくる
2目前に、この大著を読み終えていたことであった。ハックスリーのこの大著
『恋愛対位法』には、マーク・ランピオンという、明らかにロレンスをモデル
にした人物が登場し、ロレンスの思想をくだくだとしゃべるのである。
ロレンスが「男根意識」と対峠させた「大脳意識Jでしかものに反応できな
い、そんな人物が数多く登場し、生命を失った現代人がまさしく、次から次へ
と現れては消えてゆく。 1928年、 10月28日付のハックスリー宛の次の手紙は、
この時期のロレンスの複雑な心境を語ってくれる。
元気にしてますか。オールダス r恋愛対位法』を読んだところです。ぽく
の靴底へとどんどん沈んでいく心と、どんどんわきあがる尊敬とを感じなが
ら読みました。真実を、君と君の世代の最後の真実を示してくれたんだ、とそ
う思うのです。ほんとうにすばらしい勇気をもって。 rチャタリー』を書く
より、『恋愛対位法』を書くほうが10倍も勇気が必要だと思います。もし、
世間の連中が、そこに何が書かれているのかその事実を知れば、ぼくに石を
11回投げるあいだに、君には100偲投げることうけあいですー
現代人が生命を失って生きている姿を、ハックスリーはネガの状態で写しだし、
ロレンスはそれを生命の倶Jjからポジの形で写したのではなかったか。なのにな
ぜ、一方のハックスリーの小説の評判はすこぶるいいのに、ロレンスの Fチャ
タリー』は散々な批評を受けるのか。「ランピオンは中でも最も退屈な人物で
ほらふき野郎です。君はこんな男に知的共感を覚えるなんて、どうかしてます。
ヘドが出そうで、ぼくはまるでアナグマにでもなった感じです。ウィンブルド
ンの原っぱに自分が住む穴があって、捕まるまいとしてこっそり潜んでいる感
(4的
じで、す」と、ポール・クロウ島のラ・ヴィギというオールデイントンの館から
ハックスリーに手紙を出したとき、オールデイントンが指摘したように、たし
(41) 
かに、「文章の端々にハックスリーに対する羨望がにじんで、いた」と考えられ
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なくもない。
イギ、リスとアメリカにおける『チャタリー』ショックは、しカ、し、ロレンス
ンセ
にさらに「思索の書」として『パンジー』となって死後出版される一連の詩を
書かせ、絵に生命を注ぎ込むことに没頭させたのだ。 1928年も終わろうとして
いるのに、ウォーレン画廊での絵の展覧会はまだ日取りも決まっていなかった。
そのとき、 P.R.スティーブンスンという、まだ27歳の若いオーストラリア人
が、ロレンスに絵画集を出版したいと申し出たのだ。マンドレイク杜という出
版社を創立して、その第一号出版としてロレンスの絵画集を出したいと言って
きた。 1928年、 12月19日付の手紙で、ドロシー・ウォーレンにロレンスはこう
書き送る。
元気ですか、 ドロシー:ちょっと冷たいんじゃないかと思うのです。 ぼくの
絵をずーっとかかえこんでおきながら、何もしないなんて。でも、今、ファ
ンフオリコ出版社のジャック・リンジーとP.R.スティーブンスンのふたり
がやってきて、新年早々、できるだけ早くぽくの絵の複製を 1冊の本にした
いと言っているのです。それでふたりが、ぼくの絵の写真をすぐに撮りたい
仰
のだそつです。
絵をウォーレン画廊に持ちこんだまま、まったく何の音沙汰もないドロシー・
ウォーレンに対し、ロレンスはかなり厳しい手紙を書いている。「展覧会がで
きないのなら、やってくれそうな他の人を探します」とまで言い、「絵の複製
(4抑
は超デラックス版にしてくれるそうです」と皮肉っぽくつけ加えているのであ
るO
ロレンスはこのP.R.スティープンスンの絵画集の申し出に対し、すぐにそ
例
の序文を書き始める。「絵画集序文」と題されたこのエッセイは、しかし、絵
画そのものにはほとんど言及せず、「根源的、あるがままの意識の流れ」の大
切さを主張し、「観念的自意識」のもたらす悲劇をとうとうと述べた実に変
わった序文である。この「絵画集序文J を書いていた項、ロンドンではロンド
ン警視庁が遅ればせながら、イギリスに送られてきた『チャタリー夫人の恋
人』を押収しはじめた。オットライン・モレル夫人に宛てた1929年、 2月5日
付の手紙で、ロレンスはこう書いている。
ロンドン警視庁は、『チャタリ一夫人』を差し押え、 ぼくの代理人を訪
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れ一一刑事訴訟を起すとおどさんばかりで一一ぼくの郵便物を差し止め一一
実際に、『チャタリ一夫人~ 2冊と、代理人、カーチス・ブラウンに送った
詩集『三色スミレ』の原稿とを没収したのです。それも、この詩が卑張で、
わいせつだと称して一一わいせつだなんてとんでもない一一それでぼくは、
ほんとうに参ってしまいました。……ぼくの絵が複製され 色刷りで
1部10ギニーで 本になるってことを話していたでしょうか。絵画と人生
について長い序文を書きました一一ほんとうによくできたと思っていますー
この「絵画集序文」を巻頭に載せ、マンドレイク社から500部限定予約私家版
として、 1部10ギニー(ェ21シリング=1ポンド12ペンス)で出版されたのは、
6月12日のことであった。とくに、羊皮紙本はわずか10部のみ、それも 1部50
ギニーの高価な本であった。
この『絵画集』出版と時期を合わせて、ウォーレン画廊で展覧会が開かれ、
油絵20点、水彩画 5点の計25点の作品が展示されたのであった。それまでに、
12000人の入場者を数えた 7月5日、ロンドン警視庁は画廊に踏み込み、「ボッ
カッチョ物語J rアマゾンとの闘いJ rレダ、」など、計13点を押収した。警部補
のヘスターは、いとも単純な理由で13点の絵を押収したのだ。すなわち、性器
と陰毛が描かれていればわいせつとみなして、ロレンスの絵以外に、何と、ブ
レイクによるアダムとイブの鉛筆画まで押収したのであった。
手入れのあった日、ロレンスはイタリアのフォルテにいて、ロンドンにはい
なかった。フリーダのみが展覧会を見にきていたのだが、作品を押収されたこ
とを開いて激怒し、ロレンスは次のような詩を書いている。
13枚の絵
何ということだ、 13枚の絵が留置場に入れられているとは。
頼むから、その絵を出してやってくれ。
かわいそうに、何をしたというのだ。正しい処罪を行うとかで、
6人のいかめしい警官が現れ、
判的
13枚の絵を取りあげ、無理やり留置場へと引きず、っていった。
いつもは官憲に対して高飛車にでるロレンスも今回ばかりは相当参ったよう
で、ドロシー・ウォーレンに絵を取り戻してほしいと懇願する。とくに、
「ボッカッチョ物語」はよほど気に入っていたとみえて、運よく押収はきれな
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かった「赤い柳の木J 1聖家族」の 2つを加えて、絶対に売らないでほし
(47) 
い、とまで、展覧会が開催されてすぐに手紙で頼んでいたのだった。
ドロシー・ウォーレンと夫フィリップ・トロッターは、『絵画集』序文でロ
レンスが非難したクライヴ・ベルやロジャ・フライまで加えて、ロレンスの絵
がわいせつでないというだけでなく、芸術と表現の自由の問題を堂々と主張し
たのだ、った。
この13点の絵の押収の際に、ドロシー・ウォーレンがとった一流の芸術家に
よる力強い論陣は、ロレンスの死後、 1960年、ペンギン杜がE.M.フォース
タ}などを加えて闘ったあの「チャタリー』裁判に生かされることになるので
ある。『チャタリー』裁判では、ノッテインガム大学教授、ピピアン・ピン
トー、レスター大学講師、リチヤード・ホガート、文芸評論家、ウォルター・
アレン、スティーヴン・ポッター、オックスフォード大学詩学教授、セシル・
デイー・ルーイスといった多種多才な人々が証言台に立ち、ロレンスの文学性
を高く評価した。しかし、ペンギン社による裁判に至る道はそうたやすいもの
ではなかったo 1929年、 8月8目、フィリップ・トロッターは妻ドロシーとと
もに被告席のすぐ前の席に座っていた。裁判所の後部康席には、フィリップ・
モレルとオットライン・モレル夫妻が座っており、その席でミード判事の判決
が言い渡されたのである。この時点では、「芸術作品」か「わいせつ」かの論
争は、明らかに「わいせつ」のほうに軍配があがったO そのとき突然、後部座
席からオットライン夫人が立ちあがり、ミード判事を指差して、「焼かれるべ
制1)
きなのはあなたですわ」と抑揚をつけた声で言ったのだった。被告側を代表し
て、ジョン・ハッチソンは、不本意ながらもイギリスでは二度とロレンスの絵
を展示しないという条件付で、絵の返却のみを強く要求した。結果は、無事、
絵そのものはロレンスの手元に戻ったが、ウォーレン画廊側は、 5ポンド 5シ
リングの訴証費用を払わされたのであった。
『チャタリー夫人の恋人』と『絵画集』の出版は、ロレンスが生涯をかけて
主張してきた「大脳的、自意識過剰の観念的意識を超える、肉体的、直観的認
(48) 
識力」の大切さを全世界の人々の前に示したのであった。しかし、この 1冊の
小説と、 1iHの絵画集を出版したことで、ロレンスはジャーナリズム、文芸批
評家、美術評論家たちから罵声ともいえる批判を受けたのだ。そして、幸いな
ことに、そうした批判に対し、ロレンスはまさしく最後の力を振りしぼって、
「ポルノグラフィーとわいせつ」、 11'チャタリ一夫人の恋人』にことよせて」と
いう長文のエッセイを書くに至る O 現代人を救おうと自分をキリストに見立て、
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陪血しながらロレンスはみごとに現代人が愛しうるための「やさしさ」の世界
を、『チャタリー夫人の恋人』という小説の形だけでなく、エッセイとして語
ることができたのである。(未完)
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